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コース・レコーダの記録の改良一Ⅱ

紙送り速度改良コース・レコーダの海上実験について……………松野保久…４７

東部印度洋におけるマグロ漁場の特性について－１（英文）

スマトラ島西方海域における海況と漁況……………………………鶴留松穂…６７

マグロ延縄の餌料についての研究－１

塩化ビニール製トビウオ擬餌について．…………･……･……………鶴留松穂…８１

東支那海の底質解析…………………･………………･………………………･東川勢二…９１

水産食品の香気と臭気成分に関する化学的研究一Ⅱ

鮮度低下に伴う揮発性脂肪酸について…･…･……･…弟子丸修・片山輝久…１０３

志布志湾に於けるプランクトンの季節的変化について……税所俊郎・藤井清文…１１３

財務諸表分析による中小資本漁業の分化のタイプ

茨城県那珂湊のカツオ・マグロ経営を素材にして……･……･……･堀口健治…１３５

第20巻第１号昭和46年

資源，漁獲の変動と経営の変動

小型底曳網漁業を例として…･…･……･………………………………堀口健治…l

琉球列島近海の海況一Ⅲ

1965年から1968年までの４年間の春季，夏季における東経125.線上の海況(英文）

……………高橋淳雄・茶円正明…３１

海上大気境界層における巨大海塩粒子の観測(英文)………………………茶円正明や・・５５

地表付近における巨大海塩粒子存在量の変化について……………………茶円正明…７３

サバ若令魚の遊泳活性日周性について(英文)･……………･…………･……川村軍蔵…９１

鹿児島湾内におけるエビ漁業とヒゲナガエビ（So伽ocerapromm卯jsKuBo）

の生物学的研究(英文)･……･…・カセムサンチヤラヨンデイチヤ・田ノ上豊隆…９９

台湾東方海域における湧昇と動物プランクトン量について

…………･…湯脇泰隆・鶴留松穂・島田起宜…１１１

マグロ延縄の餌料についての研究一Ⅱ

マグロ漁業用餌料としてのサンマ，サバおよびムロアジについて

……………嶋田起宜・鶴留松穂…１１９

アサリのステロール構成成分(英文)･…･･……手島新一・金沢昭夫・安藤哲夫…１３１

海洋バクテリオファージの形態について……･…………．．…日高富男・藤村剛…１４１

海洋バクテリオファージの熱およびクロロホルム耐性……日高富男・藤村剛…１５５

空気解凍における解凍時間について…………………………………………西元誇一…１５９

凍結魚の空気解凍における鮮度変化について…･………･…･西元誇一・青木伸責…１６３

凍結前の鮮度が解凍魚鮮度に及ぼす影響・……………．．……西元誇一・青木伸賞…169

藻類（StjgeocZo伽msp.）カロチノイドの魚類（錦鯉）

カロチノイドヘの転移(英文)…片山輝久・土屋晴彦。Ｃ､Ｏ・チヤイチエスター…１７３

魚類の腸内細菌によるビタミンB群の消長一Ⅵ

コイの腸内細菌による葉酸の生産……柏田研一・金沢昭夫・手島新一…１８５
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セミエビの初期フイロゾマ幼生について．………｡．…………税所俊郎・曽根元徳…１９１

イレズミハゼＺｏ"ogo伽ｓｓｅ”do加加ｓ（VALENcmNNEs）の産卵と卵内発生

……………園田豊美・今井貞彦…l97

Co叩sOpogo7zの発生並に分布と塩分の関係について．．………………･…野沢治治…２０３

日本南海産フタツガサネ属の研究一Ⅱ（英文)………･……･…･……………糸野洋…２０９

日本南海産キヌイトグサ属及びその他の属について（英文）．．………･……糸野洋…２１７

第20巻第２号昭和46年

底曳網の漁獲性能に関する基礎的研究…･･………･…･……………．．………肥後伸夫…１

漁船の磁気コンパス自差に関する研究……………………………･･…･……源河朝之…１３９

第21巻第１号昭和47年

与那国島の海藻一Ⅱ（英文）…………………･……････…･……田中剛・糸野洋…１

培養によるクロレラ細胞の成長(英文）……………………･……………･…・平田八郎…１５

東支那海における次層水の塩分値から黒潮流量変動を知る可能性について

……………茶円正明…２３

パラワン航路における地方磁気について……………………･………･…･…松野保久…３l

まぐろ延縄業の天然餌料に関する研究－１

サンマ，ムロアジ，ホンサバ，スルメイカを用いた釣獲比較試験

……………今井健彦…４５

まぐろ延縄業の天然餌料に関する研究一Ⅱ

サンマ，ムロアジ，ホンサバを用いた釣獲比較試験

．………･…･今井健彦・白川修…５１

琉球列島周辺海域の海底地形について……..､東川勢二・西徹・有馬純宏…63

1969年と1970年春季における125｡Ｅ線27.Ｎから20.Ｎまでの

海洋観測結果について（英文）…………･………………………．．……湯脇泰隆…７１

マグロ延縄の餌料についての研究一Ⅲ

アクリル樹脂製Ｎ､Ｔ・フイッシングライトＬＬ・型について………嶋田起宣…７９

ガザミにおけるβ-シトステロールからコレステロールへの変換(英文）

……………手島新一・金沢昭夫…９１

海洋バクテリオファージの細菌憶過膜通過による損失．.…．日高富男・一田謙一…９７

紅藻類のステロール(英文）….………….……．金沢昭夫・吉岡満城・手島新一…１０３

錦江湾のVibrio属とPseudomonas属に関する研究一Ｉ

相似性(英文）……………………………柿本､大壱・中村邦彦・田中仁孝…１０９

魚肉中のアミンの生成に対する添加グルコースの抑制的影響……………太田冬雄…１１３

魚肉系におけるヌクレオチドの分解速度について…………………………太田冬雄…１１９

前論文“海上大気境界層における巨大海塩粒子の観測”と

“地表附近における巨大海塩粒子の変化について'，

に関する補遺(英文）..………………….…………….……..…………茶円正明…１２５
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第21巻第２号昭和47年

グルタミン酸およびアスパラギン酸のガンマ放射線分解に

関する研究………………………………．．……………………･………鮫島宗雄…

海産甲殻類のステロール代謝に関する研究(英文)･…･……･………………手島新一…

１

６９

第22巻第１号昭和48年

チノリモにおけるステロールの生合成(英文)………………手島新一・金沢昭夫…１

硝酸銀含浸ケイ酸カラムクロマトグラフィーによるステリルアセテートの分離(英文）

．………･…･手島新一・金沢昭夫・安藤哲夫…７

クルマエビにおけるデスモスステロールの代謝(英文)……手島新一・金沢昭夫…１５

ヒトデから（E）－２４－エチリデンーコレストー７－エンー３β－オールなど数種の

ステロールの単離および同定(英文)…金沢昭夫・手島新一・安藤哲夫…２１

甲殻類外骨格のタンパク質を構成するアミノ酸組成(英文）

……………鮫島宗雄・片山輝久・弟子丸修…３３

植物カロチノイドの動物カロチノイドヘの転換機序一Ⅲ

黄金コイのカロチノイドについて(英文）

……………片山輝久・宮原才郎・田中淑人・鮫島宗雄…３９

新たに分離したバクテリオファージの性状…･……………･……･…………日高富男…４７

タイ類のCarotenoidsについて－Ⅱ

マダイＣﾉj肌Op伽smq/,ｏｒＴｾ、”"cルａｎｄＳｃﾉjJegeJ,チダイEUy卿ｓｊ叩o"jca

Tmzα加，その他海産赤色魚のCarotenoidsとAstaxanthinへの代謝

……………片山輝久・宮原才郎・国崎陽子・田中淑人・今井貞彦…６３

大西洋サケの呼吸と活動の日周期について(英文)…………………………平田八郎…７３

ナガサキスズメダイの飼育水槽における蕃殖と初期発生…本田晴朗・今井貞彦…９５

しょうゆ粕微粒子等のSludge化に関する予備実験

．…･………･平田八郎・金沢昭夫・山緑勉・安田恵二…107

鹿児島湾における動物性プランクトンとくに枝角類および榛脚類について

．……･……･藤井清文・税所俊郎…１１３

北西太平洋におけるヨコエソ科魚類ヤベウキエソVmCjgUerrjan伽ｂａｒｊａ（JoRDAN

andWILLIAMs）の初期生活史について…………･…･……･……………小沢貴和…１２７

餌エキス付き擬餌に対する魚の食いつき行動(英文）………川村軍蔵・川島義則…１４３

底曳網の研究一Ⅱ

切りかえ網の効果について……………肥後伸夫・徳永喜郎・田中健吾…１４７

第22巻第２号昭和48年

魚類，特に金魚Ctzrassjusaura伽（LINNも）の索餌日周活動に関する研究

……………平田八郎…１

海面における海塩粒子の生成に関する研究(英文）…･…………………．．…茶円正明…４９
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第 23巻昭和49年

200ＫＨｚ魚群探知機による鹿児島湾における，.Ｓ､Ｌ・の記録について……松野保久…１

自己相関法による屋久島沖合漁場のゴマサバ漁獲量変動の周期解析

……………川村軍蔵・不破茂…９

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ｉ

沖縄県勝連半島周辺海域の場合……･…･…･…．．……………･…･･･…肥後伸夫…１９

底曳網の研究一Ⅲ

網中流速の減速現象について…………肥後伸夫・徳永喜郎・不破茂…２９

底曳網の網成りに関する研究

トロール網の海上実験及び模型実験……………･･…･不破茂・肥後伸夫…３５

中層曳網の研究一Ｉ

網中の流速分布と網成りについて……･…･･･……………･……･……今井健彦…４５

東支那海におけるマナガツオについてＩ

男女群島南西海域における海況と漁況．．………･……東川勢二・益満侃…５７

風浪によるヨーイングの発生と船体の偏流について…･…………･………･嶋田起宣…６５

ビルジキールが船舶の操縦性に及ぼす影響について………………………狩俣忠男…７１

発展途上国における村落漁業の経済的前進について（英文）．．…………･…岩切成郎…８１

シャコガイ類のステロールについて（英文）…手島新一・金沢昭夫・安藤哲夫…１０５

藻類カロチノイドの比較生化学一Ⅳ

藍藻（Sp加伽ａｐｊａ伽sjs）のカロチノイド（英文）

………･…･・田中淑人・松口英孝・片山輝久…１１１

夕イ類のカロチノイドーⅢ

タイ餌料としてのアミおよびイカ内臓のカロチノイド（英文）

……………田中淑人・片山輝久…１１７

Vj6rjo属，Pseudomα"ａｓ属海洋細菌のエステラーゼアイソザイムに

関する研究(英文）………………………津田雄二・坂田泰造・柿本大壱…１２３

海底泥より分離したテンペレート・ファージ系の性状．．…・日高富男・白浜豊宏…１３７

凍結魚肉の静止空気解凍条件について……･………･………･西元淳一・青木伸実…１４９

静止空気解凍における凍結魚体温度上昇時間と鮮度との関係……………西元淳一…１５５

シオミズツボワムシＢｒａｃ伽皿sPJjca伽sの大量培養における実験

ミクロコスムの一応用実験(英文）………･……･･……………………平田八郎…１６３

クルマエビの神経分泌に関する研究－１

食道上および眼柄内神経節に分布する神経節細胞集団の位置的関係

．…･……･…中村薫…１７３

クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅱ

ＰＡＳ陽性物質の組織化学的検討およびＶＰ神経節細胞集団の

トポグラフィー………･………………･………･………………………中村薫…１８５

クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅲ

環境条件とＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討…･･……………･……中村薫…１９５
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クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅳ

脱皮周期，両眼柄結紫条件および無給餌条件等とＰＡＳ陽性

物質量との相関性の検討….……….…………………･………………中村薫…２０１

福山周辺海域における海水中の数種重金属の分布について

……………井上晃男．甲斐原良太郎・浅川末三…２０９

福山周辺海域における底質中の数種重金属の分布について

……………井上晃男・浅川末三…２１７

第24巻 昭和50年

海産クロレラの同調培養における光周期の順応性について(英文)………平田八郎…１

クルマエビル"αeusJqpo"jcusBATEの種苗生産技術の概要(英文）………平田八郎…７

クルマエビの神経分泌に関する研究一Ｖ

摂餌・運動器官の損傷手術とＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討…中村薫…１３

クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅵ

体重，‘性別および触角の長さ等とＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討

．…･……･…中村薫…１９

クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅶ

生殖腺熟度，中腸腺重量等とＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討…中村薫…２５

クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅷ

血リンパ性状とPAS陽性物質量との相関性の検討…･……………･・中村薫…３３

クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅸ

溶存酸素とＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討………………………中村薫…４３

二種のトロールの網の漁具性能の比較(英文）……MaungMaungSan・不破茂…４７

底曳網の研究一Ⅳ

大型嚢網の曳網実験(英文）…･…･……………………･肥後伸夫・毛利公朗…５７

(新)敬天丸のヨーイングについて………･………･…･………………………嶋田起宜…６５

魚群探知機による東シナ海における超音波散乱層の反射損失について－１

。………･…･松野保久・西徹・有馬純宏・益満侃…７３

魚群探知機による東シナ海における超音波

散乱層の内部波型波動記録について－１．………･…･………………松野保久…７９

オッターポードの研究

多翼型オッターボードの性能について………………今井健彦・小山重美…８７

揚錨時の船体運動について．………………………･……………………･……狩俣忠男…９９

まぐろ揚収装置“パワー・スプーン・ネットの試作について'’

……………辺見富雄・狩俣忠男・鶴留松穂・湯脇泰隆・嶋田起宜…１０９

ウナギ肝切片による解糖作用と糖新生(英文）………………林征一・大城善太郎…１１９

北大西洋産タラ筋肉の脂質について(英文)……Ｒ､Ｍ､Ｌｏｖｅ・ＲＨａｒｄｙ・西元淳一…１２３

藻類カロチノイドの比較生化学一V

RhodomonasbalticaおよびNostoccommuneのカロチノイド（英文）

……………田中淑人・片山輝久…１２７
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Acridineorange染色法による海洋バクテリオファージの核酸型状の同定(英文）

．．…………・日高富男…１３３

枯草菌胞子の発芽に影響を及ぼす要因について（英文）

……･…･…･坂田泰造・須綱章二郎・柿本大壱…１３９

海洋細菌のタンパク分解酵素に関する研究(英文）

．．………･…指原信麿・坂田泰造・柿本大壱…１４９

凍結魚の解凍に関する基礎的研究－１

真空解凍における解凍速度…………･……･…･………御木英昌・西元誇一…１６１

氷蔵魚の品質指標としてのヌクレオチドおよび揮発性塩基について

．．…………･太田冬雄・菊地博・石神次男…１７３

凍結カツオの品質に対する化学的特性値の関係

……………太田冬雄・御木英昌・是枝登…１８１

第25巻第１号昭和51年

AMTEXにおける海上大気境界層観測塔(英文）

…･……･…･高橋淳雄・田畑雅洋・蒲原宏大…1

164.Ｅ線の赤道海域における海洋生物学的特性(英文）

……………平田八郎・税所俊郎・茶円正明…７

クルマエビの神経分泌に関する研究一Ｘ

心博および顎舟葉VentilationとＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討

……………中村薫…１９

藻類カロテノイドの比較生化学一Ⅵ

PhyllodermasacrumLyngbyasp.とSpyrogiaのカロテノイド（英文）

．．……･……田中淑人・片山輝久…２７

海産無脊椎動物のステロール生合成能について（英文）……手島新一・金沢昭夫…３３

甲殻類の脂肪酸組成(英文）……………………手島新一・金沢昭夫・岡本春人…４１

クルマエビの栄養要求に関する研究一Ｖ（英文）

コリンおよびイノシトールの要求……金沢昭夫・手島新一・田中憲穂･･･４７

クルマエビの栄養要求に関する研究一Ⅵ(英文）アスコルビン酸の要求

……………ＭａｇｕｙＧＵＡＲＹ・金沢昭夫・田中憲穂・HubertJ､CECCALDI…５３

ボラの消化管内細菌相－１（英文）

消化管内細菌の分離と同定…………ＡｌｅｙａＨａｍｉｄ・坂田泰造・柿本大壱…５９

海洋細菌の低温加熱致死におよぼす塩類の影響(英文）

……………坂田泰造・ＳｏｗＥｎｇＳｏｎ・柿本大壱…６７

海洋性ＲＮＡファージの特性(英文）･…･………．．………･…・日高富男・一田謙一…７７

魚肉蛋白の凍結変性に対する糖類の抑制作用機構(英文）

……………大城善太郎・弘中泰雅・林征一…９１

凍結保存中におけるタンパクと糖の相互作用（英文）

……………弘中泰雅・林征一・大城善太郎…１０１
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底曳網の設計に関する略算式－１（英文)……毛利公朗・肥後伸夫・後藤真宏…１０７

中層曳網の研究一Ⅱ

縮結と網成り及び曳網抵抗について…今井健彦・平川栄一・田畑静夫…１１７

志布志湾の小型底びき網漁業について漁場及び漁獲物……………………不破茂…１２５

マサバとマアジの明・暗時における摂餌活動………………川村軍蔵・池崎行義…１３７

マサバの網膜の組織学的研究……………………．.…………………･………川村軍蔵…１４３

撒餌に対する魚の反応行動………………･………･…･………………………川村軍蔵…１５１

北東部太平洋に於ける海洋学的調査(英文）………………………･……･…・辺見富雄…１６１

東支那海におけるマナガツオについて－Ⅱ

東支那海南西海域における海況と漁況・…･…･………東川勢二・益満侃…１８１

第25巻第２号昭和51年

枯草菌の胞子形成期における含硫アミノ酸の代謝・…･……………………･坂田泰造…

遊泳魚体の低抵抗性に関する基礎的研究……………………………………奈良迫嘉一…

１

５１

第26巻（創基三十周年記念号）昭和52年

鹿児島湾における微量金属の分布について－１海水(英文)…･･…･……井上晃男…１

気泡を利用した稚魚採集ポンプの研究－１実用化方式についての予備試験

．．…．．……･･江波澄雄・鬼丸久徳・中野徹…７

海産クロレラ培養水への通気効果に関する２．３の吟味試験

……………平田八郎・村越正慶…１５

クルマエビの神経分泌に関する研究一m

SDHase等の酵素活性とＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討………中村薫…２３

キワダにおける３－Hydroxy-E-Caroteneの存在について(英文）

……………田中淑人・島村不二夫・片山輝久…３３

水産動物のアミノ酸代謝に関する研究－１

コイ生長に及ぼす燐酸塩，不消化物および藻類の添加効果と

消化管内滞留時間との関係(英文）

………田中淑人・外薗茂生・片山輝久・Ｋ､Ｌ､Simpson・Ｃ.Ｏ､Chichester…３９

水産動物のアミノ酸代謝に関する研究一Ⅱ

コイのアミノ酸添加カゼイン餌料における成長率(英文）

………田中淑人・外薗茂生・片山輝久・Ｋ,Ｌ､Simpson。Ｃ､Ｏ､Chichester…４５

クルマエビにおけるアセテートから脂肪酸の生合成(英文）

……………金沢昭夫・手島新一…４９

南方海域における海洋バクテリオファージ系の検索と分離(英文）………日高富男…５５

海洋細菌のプロテアーゼに関する研究一Ⅱ

プロテアーゼ産生に及ぼすカチオンの影響について（英文）

……………坂田泰造・上田量章・柿本大壱…６３
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海洋細菌のプロテアーゼに関する研究一Ⅲ

プロテアーゼの精製と酵素学的性質について（英文）

…･･･……･･･坂田泰造・住吉和郎・柿本大壱…７１

ボラ消化管の微生物叢一Ⅲ

棲息環境を異にし飼育した魚の腸内細菌の特性に関する研究(英文）

……･…･…･ＡｌｅｙａＨａｍｉｄ・坂田泰造・柿本大壱…７９

ウナギ肝臓における糖新生

一一絶食，アミノオキシアセテート，Ｄ-リンゴ酸及びホルモンの影響(英文）

……………林征一・大城善太郎…８９

冷却貯蔵コイ筋肉中のヌクレオチドの分解速度について（英文）

．.……….…太田冬雄・平原隆…９７

水産筋肉系食品のテクステャー性状の観察(英文）

……………太田冬雄・外西寿鶴子・河野美智子…１０３

カツオ筋肉脂質に関する研究－１脂質の分布と性状(英文）

．.…･………西元淳一・武部実…１１１

カツオ筋肉脂質に関する研究一Ⅱ低温貯蔵中における各脂質区分の変化

……………西元誇一・原田良一・御木英昌…１１９

凍結魚の解凍に関する基礎的研究一Ⅱカツオ肉変色の動力学と予測(英文）

……………御木英昌・浜田竜郎…ｌ２９

どち網に関する研究－１網の動態について

………...…肥後伸夫・不破茂・今井健彦…１３７

ごち網に関する研究一Ⅱ網の構造について

…….….….不破茂・肥後伸夫・今井健彦…１４７

平面網地の流水抵抗に関する基礎的研究－１

網地素材の比較実験……….………..….……….…….今井健彦・平川栄一…１５７

平面網地の流水抵抗に関する基礎的研究一Ⅱ

網地模型実験…….……………………………….……･今井健彦・平川栄一…１６５

呼吸消費を利用した階段状酸素条件による魚の飼育．..……米盛亨・田中芳喜…１７３

鹿児島県における伝統的漁法－１サワラ突漁

….…..……川村軍蔵・高橋琴一・柿本亮…１７９

鹿児島における敬天丸によるＮＮＳＳの測位結果について

．…….…….松野保久・嶋田起宜・源河朝之…１８３

鱗動進行波による推力発生の可能性について

……………中山博・奈良迫嘉一・黒木敏郎…１９１

漁業権放棄について………….…………………………….………………･…田平紀男…２０５

発展途上国漁業計画の経済的側面の予備研究

一バングラデシュ漁業開発計画のケース・スタディー（英文）……岩切成郎…２１５

北東部太平洋に於ける海洋的調査一Ⅱ（英文）…..….………………………辺見富雄…２２７

マグロ揚収装置に関する一考案

……………辺見富雄・鶴留松穂・湯脇泰隆・嶋田起宜…２４９
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第27巻第１号昭和53年

クルマエビの神経分泌に関する研究一ＸⅡ

PAS細胞の微細構造.．…………………･……･…………………･……･中村薫…１

クルマエビの神経穎粒に関する研究一Ｉ

食道上神経節におけるＶＰ細胞集団の軸索連絡…．．…………･……中村薫…９

クルマエビの神経頼粒に関する研究一Ⅱ

ｊｎＵｊ伽条件による食道上神経節の呼吸代謝量の測定……………中村薫…１９

熱帯の海産黄色魚に於けるカロテノイド（英文）

……………田中淑人・中野史彦・片山輝久…２９

クルマエビにおけるエイコサペンタエン酸の成長および脂肪酸組成に

及ぼす影響(英文）…･･･…金沢昭夫・手島新一・猿渡実・鹿山光…３５

海底堆積物におけるコレステロールからコプロスタノール

およびコレスタノールへの変換(英文)………………手島新一・金沢昭夫…４１

ティラピアの栄養要求：ティラピア・ヂリにおける飼料

蛋白質の利用（英文）

……………手島新一・GabrielM・OjedaGonzalez・金沢昭夫…４９

錦江湾で分離されたＶかjoajg伽bﾉt畑ｓＢ－１

バクテリオファージの特性に関する研究(英文）

……………中村邦彦・柿本大壱・JamesSwafford・RoyJohnson…５９

海産魚類の消化管内ミクロフローラ－１

養殖ハマチから分離した細菌の一般的性状について（英文）

……………坂田泰造・中路実・柿本大壱…６５

海産魚類の消化管内ミクロフローラーⅡ

分離細菌とビブリオ標準菌株との相似性について(英文）

……………坂田泰造・岡林淳・柿本大壱…７３

海水中の陽炎ビブリオーファージの分離と性状(英文)……日高富男・徳重明憲…７９

魚類筋肉ミオキナーゼに関する研究一Ⅲ

コイ筋肉中のミオキナーゼＩおよびⅡの酵素化学的性質(英文）

．……･･……大城善太郎・林征一・福島正和…９１

魚類筋肉ミオキナーゼに関する研究一Ⅳ

カシオ筋肉のミオキナーゼ(英文）

……………大城善太郎・林征一・陣内鉄雄・永田辰夫…９９

凍結魚の解凍に関する基礎的研究一Ⅲ

解凍過程の数値解析(英文)…･･……･…御木英昌・菊川浩行・西元諒一…１０７

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅱ

鹿児島県薩摩半島周辺海域の場合……………………肥後伸夫・長島美知男…１１７

平面網地の流水抵抗に関する基礎的研究一Ⅲ

：網地模型の流水抵抗特'性・………………………………･……………･今井健彦…１３１

２統曳エビトロール網の模型実験(英文）

．…･……･…今井健彦・HectorRivadeneyraMarin…１３９
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底曳網の綱類にかかる張力についての考察(予報)………………….．…･…不破茂…１４７

トロール網の研究

３種のトロール網の模型実験(英文）

．･･･…･･……KusmanMangunsukarto・不破茂…１５５

魚群探知機による東シナ海における

超音波散乱層の内部波型波動記録について－Ⅱ

……………松野保久・湯脇泰隆・菊川浩行…１６７

鱗動進行波による推力発生の可能性について－Ⅱ……...…中山博・奈良迫嘉一…１７３

宮崎県におけるカツオ・マグロ漁業の発展構造一戦前篇一………………片岡千賀之…１８３

国際気団変質実験（ＡＭＴＥＸ）中の辺土名観測点における

表面境界層の観測(英文)….………….….……………………………・高橋淳雄…２２５

AMTEX'７５における沖縄本島辺土名海岸での海塩粒子の観測結果－１

海岸における海塩粒子の存在量(英文）.….…………………………・茶円正明…２３１

AMTEX'７５における沖縄本島辺土名海岸での海塩粒子の観測結果一Ⅱ

塩害防止林による海塩粒子の捕捉効果………………………………茶円正明…２３９

東支那海,男女群島南西海域における底質と底生生物群集について……東川勢二…24９
ハワイ諸島南方水域の海洋調査(英文）………………………湯脇泰隆・辺見富雄…２５９

浅海養殖漁場におけるＤＯの航走連続記録－１

２．３の記録例とその解析，特にＤＯと養魚密度

…..……….門脇秀策・加世堂照男・中薗貫幸…２７３

浅海養殖漁場におけるＤＯの航走連続記録一Ⅱ

給餌に伴う浮遊懸濁物の拡散

……………門脇秀策・加世堂照男・中薗貫幸・平田八郎…２８１

ヒオウギガイＣﾉＺＺａｍｙｓ〃oＭｊｓ（REEvE）の種苗生産について－１

暗処理による産卵誘発

………平田八郎・四宮明彦・門脇秀策・中薗貫幸・加世堂照男…２８９

クルマエビの種苗生産における生態遷移(英文）

．…….…….平田八郎・MarcosMarchiori・四宮明彦…２９５

ウチワエビ幼生とオオバウチワエビ幼生の完全飼育について

．.…………･高橋実・税所俊郎…３０５

第27巻第２号昭和53年

水産動物におけるカロテノイドの比較生化学的研究……･･･…･･…………・田中淑人…３５５

第28巻 昭和54年

天然，養殖マダイおよびクルマエビにおけるカロテノイドの比較(英文）

……………田中淑人・片山輝久…

ムラサキイガイのカロテノイド（英文）･……･･･…･…･………田中淑人・片山輝久…

１

９
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クルマエビにおけるパルミチン酸からの脂肪酸生合成(英文）

……………金沢昭夫・手島新一・常盤繁…１７

Pe"αeusmo"odonおよびPenaeusme7gu伽sjsにおける

アセテートからの脂肪酸生合成(英文）

……………金沢昭夫・手島新一・小野和夫。Ｋ､Chalayondeja…２１

クルマエビにおける必須脂肪酸要求量(英文）

……………金沢昭夫・手島新一・猿渡実…２７

ボラ消化管の微生物叢一ⅥVibrioおよびEnterobacterの同定(英文）

……………ＡｌｅｙａＨＭｏｗｌａｈ・柿本大壱…３５

ボラ消化管の微生物叢一Ⅶ

ビブリオ菌の発育温度(英文)…．．……………･ＡｌｅｙａＨ､Ｍｏｗｌａｈ・柿本大壱…４１

漁場海域における微生物生態系の解析一Ｉ

琉球島弧周辺海水中のバクテリオファージ系の分布

．．……･……日高富男・河口貴史・白浜真之…４７

ウナギ肝グルタミン酸脱水素酵素の熱安定性(英文）

……………林征一・伊勢国弘・大城善太郎…５７

琉球斜面漁場における数種漁獲物の筋肉特性について（英文）

…．．…･……西元誇一・御木英昌…６５

底曳網の網口高さについての考察…･…･………･…･…………………･…･…不破茂…７３

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅲ

鹿児島市谷山沖合海域の場合

…･…･……･肥後伸夫・吐師弘・田畑静夫・上水樽豊己…９１

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅳ

志布志湾枇榔島西方海域の場合･･………………･……肥後伸夫・田畑静夫…１０７

離底曳き用底曳網の実用化に関する研究一（予報）

小型底曳網の曳網実験………･…･･……………………肥後伸夫・上水樽豊己…１１９

鱗動進行波による推力発生の可能性について－Ⅲ…………………．．……･中山博…１３１

漁業練習船かごしま丸・敬天丸・南星丸の操縦性能について……………狩俣忠男…１４３

可変ピッチプロペラ船の操縦性能について－１

ＣＰＰ船とＦＰＰ船の比較・……………･…･……………………………狩俣忠男…１５１

カツオ漁業史の一駒一宮崎・長崎・熊本県の場合一……………………片岡千賀之…１５７

琉球島弧周辺海域における陸棚斜面漁場の開発利用に関する研究(英文）

……………高橋淳雄…２Ｏ９

ハワイ諸島南方海域における海洋調査一Ⅱ（英文）…………湯脇泰隆・辺見富雄…２１５

鹿児島湾におけるビタミンＢ１２の分布（英文）…･…･…………………･……井上晃男…２３３
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薩南海域産未利用サメ類筋肉の利用に関する研究－１

サメ筋肉のゲル形成について…………………………西元淳一・御木英昌…１

食品解凍過程への３次元有限要素法の適用（英文）

……………御木英昌・菊川浩行・西元誇一…１１

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ｖ

垂水市沖合海域の場合

……………肥後伸夫・吐師弘・後藤員宏・田畑静夫・柿本亮…２３

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅵ

定置網の誘導漁礁の２例・……･………･肥後伸夫・吐師弘・上水樽豊己…３７

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅶ

枕崎市沖合海域の場合…肥後伸夫・吐師弘・高浜一宇・田畑静夫

長島美知男・迫野豪・上水樽豊己・山崎孝久…５１

陸棚斜面漁場における漁具の基礎的研究－１

離底曳き網の海上実験..…．．………．．…不破茂・肥後伸夫・柿本亮…６５

陸棚斜面漁場における漁具の基礎的研究一Ⅱ

離底曳き網の漁獲物……………………不破茂・柿本亮・肥後伸夫…７３

フィリピン，パナイ島の漁具漁法(英文）．．………･川村軍蔵・TeodoraBagarinao…８１

ハワイ諸島南方海域におけるＤＳＬについて……･……･…･…………………松野保久…１２３

ブロック式建造小型漁船南星丸の自差について

．………･･…松野保久・柿本亮・源河朝之…ｌ２９

東南アジア漁業経済特殊問題(英文）…………………………………………岩切成郎…１３７

適正養殖と組合管理漁業権

一ハマチ養殖に関する法的考察一・……………………………･……・田平紀男…１５７

鹿児島湾潮汐の２次元数値模型(英文）……･…………･……・菊川浩行・栗山昇二…１6９

ハワイ諸島南方海域における海洋調査一Ⅲ（英文)…･……・・湯脇泰隆・辺見富雄…１７９

口ランＣナビゲーターによる測得船位についての一考察－１……･…･…・嶋田起宜…１９３

同一電極法による魚介類の酸素消費量の連続測定装置

．………･…･門脇秀策・中薗貫幸・加世堂照男・平田八郎…２０３

ヒオウギガイＣﾉＺＪａｍｙｓ〃oＭｊｓ（REEvE）の種苗生産について一Ⅱ

海産酵母と海産クロレラの併用給餌

……………門脇秀策・中薗貫幸・猪奥繁利・加世堂照男・平田八郎…２０９

浅海養殖漁場における沈降性物質量と給餌量ならびに餌質との関係

……･…･…･門脇秀策・加世堂照男・中薗貫幸・山下八百喜・平田八郎…２１７

ザリガニの脱皮に伴なう摂餌量の変動に関する定量的解析………･…．．…中村薫…２２５

クルマエビ科の食道上神経節細胞におけるＰＡＳ陽性顎粒状物質の検索

……………中村薫…２３９

クルマエビの食道上神経節におけるneuropileの組織変性について（英文）

……………中村薫…２４３
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クルマエビとフナムシの心臓に関する比較解剖学的研究(英文）

……………中村薫・小野晴哉…２４７

クルマエビの中腸腺に関する解剖学的研究(英文)･…･…･…中村薫・米倉権一郎…２５９

池底移動通気装置による飼育老廃物の分解について………山崎繁久・平田八郎…２６７

Tjs伽加ejongataMoRIの大量培養試験およびミルクフィッシュの稚魚

に対する餌料効果（英文）…･･……･………………山崎繁久・ＪｏｓｅＴ・Canｔｏ…２７５

浸透圧調節因子としてのクルマエビのアミノ酸(英文)……鮫島宗雄・島村不二夫…２９３

Ⅷ叩jα肌otjcα組織中のアスパルテート・アミノトランスフェラーゼ(英文）

…･…･……･鮫島宗雄・Ｍｄ､AbdulMazid・堀之内芳樹…３０１

テイラピアおよびトラフグにおける脂肪酸生合成(英文）

．…･………･金津昭夫・手島新一・今井光一…３１３

赤潮プランクトンIVoct肋Ｃａｍ脱aZjsのステロール(英文）

……………手島新一・金津昭夫･-多胡彰郎…３１９

漁場海域における微生物生態系の解析一Ⅱ

琉球島弧周辺海域に常在するバクテリオファージ系について……日高富男…３２７

海洋色素細菌に関する研究－１

色素細菌の分布と特性(英文）…………柿本大壱・前田広人・坂田泰造

WilliamSharp・RoyMJohnson…３３９

ボラ消化管の微生物叢一Ⅷ

Vj6rjoならびに肋tero6acter属菌のアミノ酸利用(英文）

……………柿本大壱・ＡｌｅｙａＨＭｏｗｌａｈ…３４９

ボラ消化管の微生物叢一Ⅸ

Ｖかｊｏならびに肋tero6acter属菌のビタミン要求(英文）

…･……･…･柿本大壱・ＡｌｅｙａＨ､Ｍｏｗｌａｈ…３５５

昭和56年

鹿児島大学水産学部紀要総目次

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅷ

鹿児島県北薩海域の場合

……………肥後伸夫・西鉢幹夫・柿本亨・吐師弘

田畑静夫・新門道範・橘井猛…

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅸ

鹿児島市北部沖合海域の場合

．…………･・肥後伸夫・吐師弘・田畑静夫・西田雄祐

中野平二・朽見健一郎・田井村健次…

陸棚斜面漁場における漁具の基礎的研究一Ⅲ

離底曳き網の模型実験…･…………･………．．…･･……不破茂・肥後伸夫…

張力記録からみた二そう曳網の動態について……………．．………………･不破茂…

魚類の水温記憶………………………･…………………･…････米盛亨・川村軍蔵…

１

2５

９
７
７

３
４
５
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漁業者の職業教育水準の比較分析

阿久根および野間池漁業協同組合について－（英文）

……………岩切成郎・MariaRiveraM…６３

漁家の社会経済および生活環境条件

一阿久根および野間池漁業協同組合について一（英文）

．．……･･･…･岩切成郎・MariaRiveraM.…８７

共同漁業権消滅補償の被補償者

一補償金配分に関する２つの判例一……………･……･…………･…田平紀男…１０５

都井岬南東沖における水温断面構造の短期変動(英文）

……………市川洋・高橋淳雄・茶円正明・前田明夫・桜井仁人…１１３

東支那海におけるマナガツオについて－Ⅲ

食性…………………･………………．．…東川勢二・西徹・有馬純宏…125

マグロ延縄用擬餌による釣獲試験－１

軟質塩化ビニール製擬餌イカ……･……………･…………………･…西徹…１3５

ハワイ諸島南方海域における海洋調査一Ⅳ(英文)…………湯脇泰隆・辺見富雄…１５５

口ランＣナビゲーターによる測得船位についての一考察一Ⅱ……………嶋田起宜…１６５

給餌・無給餌によるハマチ群の見かけの酸素消費量

……………門脇秀策・中薗貫幸・加世堂照男…１７３

大村湾産赤潮鞭毛藻

Ｇｙｍ"odm伽zSP．（'65年型）の超微細構造

………．．…･野呂忠秀・水野純・野沢治治…１７９

鶴田ダム湖のプランクトン…･…………･…．．……………｡．…税所俊郎・西川哲也･･･１９１

鰻池のプランクトン…………………………･…･……………･税所俊郎・和田善郎…２１１

長島周辺の動物プランクトン………．．…･…･･･税所俊郎・中馬敏・四宮明彦…２１９

わが国から未記録のキンホシイソハゼ(新称）

EujotastmﾉiJﾉ"jｃ（RoFEN）……････…･･四宮明彦・前山清・今井貞彦…２３１

キンホシイソハゼEujotastortﾉiMzjc（RoFEN）の繁殖習性と卵内発生

．……．．……四宮明彦・前山清・今井貞彦…２３７

ヨスジハゼPMogJossustae"jα加ｓ（REGAN）繁殖習性と卵内発生

……………四宮明彦・土屋隆文・今井貞彦…２４７

海産クロレラChlorellasaccharophilaの増殖に及ぼす塩分と温度との影響(英文）

…･…･……･平田八郎・IshakAndarias・山崎繁久…２５７

クルマエビの神経穎粒に関する研究一Ⅲ

ＶＰ細胞集団と近傍神経節との軸索連絡…･･……･…………………中村薫…２６３

カダヤシとマサバの水晶体構造の観察(英文)……･……．．…中村薫・長尾成人…２７１

クルマエビの鯛構造に関する解剖学的研究(英文）…．．…･…中村薫・冷水幸二…２７７

シオミズツポワムシの給餌によるクルマエビ幼生の飼育

……………山崎繁久・宇杉正明・平田八郎…２８９

オキアミミール保存中のカロチノイドの変化

……………田中淑人・片寄隆臣・片山輝久…２９５
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5７

アユ仔魚の成長，生残および奇形に及ぼすリン脂質の効果(英文）

……………金津昭夫・手島新一・稲盛重弘・岩下徹・長尾明徳…３０１

カブトガニ，ウミケムシおよびフナムシのステロール(英文）

……･…･･…手島新一・金沢昭夫・多胡彰郎…３１１

ラブ・ラブおよび巻貝のステロールおよび脂肪酸組成(英文）

……．．……･手島新一・金沢昭夫・多胡彰郎…３１７

海洋細菌AlteromonaslO55-1株の形質転換に関する研究(英文）

…･･･………柿本大壱・白浜学・坂田泰造…３２５

漁場海域における微生物生態系の解析一Ⅲ

北琉球島弧西方海域における海洋バクテリオファージ系の棲み分けについて

……………日高富男・崎田勲…３３１

Vj6roajgmoMjcus鞭毛の精製とその形態について(英文）

…･…･……･坂田泰造・清水学・柿本大壱…３３９

海産無脊椎動物の生産する生理活性物質検索におけるウナギ肝浮遊細胞の利用（英文）

．…･………･林征一・上田義則・板倉隆夫・大城善太郎…３４９

冷溶媒処理魚肉蛋白濃縮物の機能特性(英文）

．．……･……大城善太郎・MarioPerezWon・粟生俊治

林征一・板倉隆夫…３５７

酵素処理による多脂魚肉タンパク質の分解と組立

一プラスティンの調製とその性質一（英文）

……………大城善太郎・MarioPerezWon・中川進

板倉隆夫・林征一…３６９

魚醤油の製造における蛋白分解酵素の利用（英文）

……………大城善太郎・ＴａｉｎｇＯｋ・宇根浩・林征一・板倉隆夫…３８３

魚肉アクトミオシンの凍結変性に対する燐酸緩衝塩の抑制効果(英文）

……………太田冬雄・糸山正十四…３９５

凍蔵サバ，アラスカメヌケの品質に対する化学的特性値の関係(英文）

．….．………太田冬雄・納田委昭…４０１

奄美大島産魚類筋肉の鮮度低下速度およびアクトミオシンATPaseの温度安定性(英文）

……………西元淳一・ReneL､Elomina・御木英昌…４０５

第31巻昭和57年

船体延長工事が小型漁船南星丸の自差に及ぼす影響について

……………松野保久・柿本亮・源河朝之…

内部構造の異なる単体魚模型の三軸方向における標的強度について

……………松野保久・山中有一…

内側壁がぜん動運動する開水路内の流れについて－’……中山博・奈良迫嘉一…

発展途上国漁業計画の方法論的研究(英文）………………岩切成郎・MowlaNEAz…

近代におけるブリ漁業の発達と漁場利用

……………片岡千賀之・伊藤康宏・RosildaMARmJEzSALAs…

１

９
１
５
２
３

鹿児島大学水産学部紀要総目次
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豊後水道沖黒潮域における表層下低塩分薄層について（英文）

…….…･…･市川洋・東川勢二・西徹・有馬純宏

益満侃・東政能…８ｌ

ハワイ諸島南方海域における海洋調査一Ｖ（英文）

……………湯脇泰隆・嶋田起宜・東政能・辺見富雄…９１

ウナギの鯛蓋機構に関する解剖学的研究(英文）…･･･………中村薫・虫明敬一…１０３

ウナギ肝の脈管系に関する解剖学的研究(英文）･……．.……中村薫．横山博…１１３

スジエビの後期歴発生について（英文）…….…….…………．中村薫・馬場和郎…１２５

酸素電極法によるプランクトン用の呼吸測定装置(英文）

．．…………・山崎繁久・平田八郎…１４１

タマミジンコ（MomamacrocQpα）のフィードバック飼育に関する2.3の試行

……..……．山崎繁久・井田芳人・小川満也・和田昭一…１４５

飼養下における海産クロレラ，シオミズツボワムシ及び自生バクテリアの生態遷移(英文）

．.…….……平田八郎・宇城正和・平田郁夫…１５３

シオミズツポワムシルαc伽刀usp"cα伽sの排i世率(英文）

……………平田八郎・WarrenD.ＮAGATA…１６１

m叩ｊａｚｊ肋組織中のアスパルテート・アミノトランスフェラーゼ(英文）

．……….….鮫島宗雄・中島弘康…１７５

人工合成飼料によるマダイおよびアユ仔魚の飼育(英文）

……………金沢昭夫・手島新一・稽盛重弘

隅田征三郎・岩下徹…１８５

クルマエビ幼生におけるコレステロールおよび大豆リン脂質の要求量(英文）

……………手島新一・金沢昭夫・笹田博・川崎満康…１９３

Ⅷ叩jα〃otjcaの必須脂肪酸(英文）………手島新一・金沢昭夫・坂本峰至…２０１

クルマエビ幼生期における脂質成分の変化(英文）…………手島新一・金沢昭夫…２０５

貝類の△5.7－ステロール(英文）………………手島新一・金沢昭夫・嶋元隆司…２１３

漁場海域における微生物生態系の解析一Ⅳ

琉球島弧周辺海水中の発光細菌の菌種別分布

．…….….…日高富男・河口貴史・崎田勲…２１９

ティラピアの消化管内細菌相一Ⅱ

腸内，沈澱物および飼育水中細菌相の比較(英文）

．.……...….坂田泰造・東晴彦・柿本大壱…２３５

海洋色素細菌による抗菌物質の産生一I

AZteromo"ａｓ伽eo-UjoZaceusの抗菌作用について（英文）

……………坂田泰造・坂口国夫・柿本大壱…２４３

魚醤油から分離された好塩細菌の生理的性状(英文）

……………大城善太郎・ＴＡｎＪＧＯＫ・松倉俊行・林征一・板倉隆夫…２５１

ウナギ血中炭水化物，アミノ酸量の摂飼後の変化(英文）

……………林征一・川端昌伸・板倉隆夫・大城善太郎…２５９
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鹿児島湾産数種類中の水銀濃度について

……………太田冬雄．西元謹一．御木英昌・本田英雄…２６７

魚肉中水銀のシスティンによる除去について

……………太田冬雄．西元淳一．御木英昌・武林哲夫…２７３

第32巻昭和58年

南方採貝業の史的展開………………･…………･…･………･…･……………・片岡千賀之…１

鹿児島湾の潮汐の数値計算第２部２次元の陽的重みつき残差法(英文）

……………菊川浩行…２９

ハワイ諸島南方海域における海洋調査一Ⅵ(英文）

……………湯脇泰隆・嶋田起宣・東政能・辺見富雄…４９

天草富岡湾産コメツキガニ，ScOp加eragjo60saDEHAAN,の生活史一Ｉ

個体群構造の季節変化(英文)…………………………………………鈴木広志…５５

クルマエビの神経穎粒に関する研究一Ⅳ

食道上神経節より派生する神経のニウロン細胞体の同定…………中村薫…７１

クルマエビの大顎に関する形態学的研究(英文)…･…･…･…中村薫・杉原芳朗…８１

間欠流水式酸素消費測定装置のシオミズツボワムシへの適用について

……………山崎繁久・平田八郎…９１

Tjj叩ｊａｚｊ肋肝臓中のアスパルテート・アミノトランスフェラーゼの精製(英文）

……………鮫島宗雄・中島弘康…９７

マダイおよびイシダイ仔魚の成長におよぼす食餌性リン脂質の効果(英文）

……………金沢昭夫・手島新一・稲盛重弘・松原光…１０９

アユ仔魚の成長に対する食餌性リン脂質の必須性(英文）

……………金沢昭夫・手島新一・小林忠・高江正智

岩下徹・上原良吾…１１５

微粒子人工飼料によるガザミ幼生の飼育(英文）

．………･･…金沢昭夫・手島新一・小林忠・岩下徹・川崎満康…１２１

海洋酵母から分離した24-メチルコレスタ-5,7,22‐

トリエノールのＣ-24位の配位について（英文）

……．．…･…手島新一・金沢昭夫・山田一磨呂…１２９

海洋バクテリオファージの増殖に及ぼす培養温度と培地中無機塩の影響

……………日高富男…１３３

養殖ウナギの頭部漬傷症の原因菌について…日高富男・矢野原良民・柴田俊幸…１４７

ウナギ肝浮遊細胞における糖新生に及ぼす酵素阻害剤の影響(英文）

……………林征一・大城善太郎…１６７

微離底曳網め実用化に関する研究
……………肥後伸夫・辺見富雄・柿本亮・不破茂…１７３

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ｘ指宿市沖合海域の場合

、．…………･･肥後伸夫・高山辺佳彦・安島幸典・田畑静夫

柿本亮・吐師弘…１９３
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潜水観察による人工魚礁の実態について－ｘｌ薩摩半島吹上浜沖合海域の場合

……………肥後伸夫・本中野伸一・吐師弘・林広之

篠原佳人・田畑静夫…２０７

潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅲ鹿屋市沖合海域の場合

…...……肥後伸夫．吉賀,慎二．吉田昌志・竹之下祐二郎・吐師弘…２２９

底曳網の天井網に起因する揚力.….…….…..…………..………….………・不破茂…２４５

鹿児島湾，トカラ列島，南西諸島周辺海域の地方磁気に関する研究一Ｉ

……………源河朝之．松野保久・狩俣忠男・柿本亮…２５３

第33巻第１号昭和59年

非保存物質分布から得られる拡散係数．｡………･…．．………･市川洋・茶目正明…１

二次元ＥＷＭによる潮汐の計算一Ｉ志布志湾（英文）…菊川浩行・瀬尾郁朗･･･１３

東支那海産マナガツオとコウライマナガツオにみられた体形の異常変形体

……………東川勢二・西徹・有馬純宏・益満侃・内山正樹…２３

ハワイ諸島南方海域における海洋調査一Ⅶ(英文）

…･･………･東政能・嶋田起宜・湯脇泰降・辺見富雄…３３

浅海養殖場における沈降性物質の生態調査－１２～３の化学的性状

からみた分解過程……･………･･………門脇秀策・稲塚洋一郎・平田八郎…４３

クロレラとワムシの成長に及ぼすベンチオカーブ除草剤の影響(英文）

．…･………･平田八郎・山崎繁久・小平田栄一…５１

シオミズツポワムシ（町αc伽刀usP"cα伽s）の摂餌と成長に及ぼす餌料密度の影響

……………山崎繁久・西原剛臣・平田八郎…５７

クルマエビにおけるカルシウム，リン，マグネシウム，カリウム，銅，マンガン

および鉄の要求量(英文）……･…･……・金沢昭夫・手島新一・佐々木満…６３

エイコサペンタエン酸およびドコサヘキサエン酸のラット血清コレステロール

低下作用（英文）･…･…･…金沢昭夫・手島新一・常盤繁・今田中伸哉…７３

エイコサペンタエン酸，リン脂質および植物性ステロールのラット血清コレステロール

低下作用（英文）･…．．……手島新一・金沢昭夫・常盤繁・今田中伸哉…７９

鹿児島湾における細菌分布の季節変動・……･…･……………………………日高富男…８５

鹿児島湾内海水中の細菌属組成の季節変動…･………･…･…日高富男・島津誠一郎…９７

アサクサノリの粗繊維分解酵素(英文）

…．．………･林征一・坂田泰造・大城善太郎・鬼頭釣…１０７

凍結サメ肉の解凍ドリップによる尿素の除去

．…･………･西元言享一・佐藤文弘・御木英昌…１１５

筋形質タンパク質および尿素共存下（mujtro）におけるサメ肉ミオシンＢの

凍結変‘性……………………………･･･…西元淳一・林義晃・御木英昌…１２３

潜水観察による人工魚礁の実態について一Ⅲ坊津町沖合海域の場合

……･…･…･肥後伸夫・吐師弘・荒井彰…１３３
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出水市沖合海域におけるクルマエビ漁業に関する研究－１漁場の底質について

……………肥後伸夫．本中野伸一…１４５

第33巻第２号昭和59年

凍結魚の最適解凍条件に関する研究…………………………………………御木英昌…１５５

第34巻第１号昭和60年

東支那海海産魚類の肉中総水銀濃度…･………………･…･…有馬純宏・有馬郷司…1

1981年より1983年までに観測した西部太平洋におけるＣＴＤ断面(英文）

……………益満侃…７

延縄の釣鈎深度についての研究(英文）

……………湯脇泰隆・東政能・嶋田起宣・辺見富雄…２１

クルマエビ幼生によるシオミズツポワムシおよびアルテミアの摂餌率とその効果(英文）

……………平田八郎・MavrikosANAsTAsIos・山崎繁久…２７

シオミズツポワムシの飼育における餌料効率と塩分濃度の関係

……………山崎繁久・平田八郎…３７

ティラピアにおけるカゼインーゼラチン飼料の適正タンパク質含量(英文）

……………手島新一・金沢昭夫・内山義弘…４５

二枚貝類の△5'７－ステロール成分（英文）.．…･手島新一・金沢昭夫・嶋元隆司…５３

漁場海域における微生物生態系の解析一Ｖ

南琉球島弧西方海域における細菌相について…･･･…日高富男・島津誠一郎…５９

ティラピア腸内優勢菌種の細胞形態(英文）…………………坂田泰造・古市勝志…７１

スーパーチリングがマサバ筋肉鮮度に及ぼす影響(英文）

．．…･………西元淳一・IKetutSuwETJA･御木英昌…８３

低温貯蔵中におけるマサバの生鮮度保持期間と実用的貯蔵期間(英文）

……………西元淳一・ＩＫｅｔｕｔＳｕｗｍＩＡ・御木英昌…８９

甑島周辺海域におけるキビナゴ漁業に関する研究一Ｉ

荒人崎沖の産卵場における卵の着床について………肥後伸夫・寺田和彦…９７

鹿児島湾，トカラ列島，西南諸島周辺海域の地方磁気に関する研究一Ⅱ

……………山中有一・松野保久・源河朝之・狩俣忠男…１１１

ぜん動波発生装置付き模型双胴船に関する基礎実験一Ｉ…………．．……・中山博…１１９

専用漁業権と共同漁業権一漁業行使権との関係を中心として－………田平紀男…１３７

九州東方海域の海況（１）1984年９月の精密観測(英文）

……･…･…･市川洋・東川勢二西徹・有馬純宏

益満侃・内山正樹…１５１

保存型有限要素法による熱伝導問題の陽的解法－１

自然座標による定式化．．…………･…………………･……………．．…菊川浩行…１６９
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第34巻第２号昭和60年

緑藻Ｄ皿α"e"ate戒oZectaBuTc皿Ｒにおけるマンガンの吸収機構(英文）

……………野呂忠秀…１８３

第35巻第１号昭和61年

クルマエビの血リンパに推定される満腹物質(英文）……･…･……･………中村薫…１

短尾類の胃骨形態に関する研究(英文)…･･…･………………中村薫・武本貴之…７

数種の飼料リン脂質を摂餌したクルマエビ幼生の成長，

生残および体脂質成分(英文）…………手島新一・金沢昭夫・角田泰男…１７

海洋色素細菌による抗菌物質の産生一Ⅱ

Ajteromo"ａｓ此teoUjoZaceaの抗菌物質の精製と性状(英文）

．……･…･…坂田泰造・坂口国夫・柿本大壱･･･２９

本邦で分離されたAeromo"αssa伽onjcjda-ヴィルレント・ファージの特性

……………日高富男・河口貴史…３９

潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸⅣ

薩摩半島江口浦沖合海域の場合

……………肥後伸夫・大毛雄三・西野英人・吐師弘…５３

潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸＶ

加世田市沖合海域の場合

．…･………･肥後伸夫・大毛雄三・西野英人・吐師弘…６９

潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸⅥ

薩摩半島開聞町沖合海域の場合

……………)肥後伸夫・田畑静夫・吐師弘・上水樽豊巳…８７
水中観察による網漁具の動態に関する研究一Ｉ

水中テレビ撮影による小型トロール網

……………柿本亮・肥後伸夫・折田昭一・稲元忠弘

坂口盈志・折田修・村田幸男…ｌＯ１

鹿児島湾における水中音について－Ｉ

ＤＳＬの発生音…………………･･･………松野保久・山中有一・柿本亮…１２１

鹿児島湾における水中音について－Ⅱ

ハマチ（モジャコ）の発生音………･…………･…･…松野保久・山中有一…１２９

舵面積が船の操縦性に及ぼす影響について…………………………………狩俣忠男…１３３

保存領域法による潮汐の数値解析一Ｉ

水平２次元問題・…･……………………………･………………………菊川浩行…１４５

東部北太平洋に於ける海洋調査一Ⅷ(英文）

1986年５月，ハワイ諸島の南西海域における海況

……………湯脇泰隆・嶋田起寅・東政能・辺見富雄…１５９
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第35巻第２号昭和61年

平面網地の流体抵抗に関する基礎的研究……･……･…………………･……今井健彦…１６９

第36巻第１号昭和62年

各種アミノ酸飼料の多頻度投与によるコイの飼育試験(英文）

……………山田章二・田中淑人・鮫島宗雄…１

テラビアの成長に及ぼす給餌率，魚の大きさ，飼料中のタンパク質および

セルロース含量の影響(英文）…………手島新一・金沢昭夫・越塩俊介…７

鹿児島湾内海水中のファージ感受性細菌について

…･･…･……日高富男・上野有史・河部尚禎…１７

低温貯蔵クルマエビの鮮度低下と貯蔵寿命(英文）

……………西元誇一・イ・ケトウト・スウェチャ・樋園澄郎・御木英昌…２７

潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸⅦ

川内市沖合海域の場合

……………肥後伸夫・Ｐ.Ｗ,ハフリー・福元誠・斉藤聡・吐師弘…３７

潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸⅧ

鹿児島県山川町沖合海域の場合

……………肥後伸夫・符啓超・西野英人・上山洋昭

福島賢二・吐師弘…５３

鹿児島大学学内共同利用回流水槽の設計思想と特徴およびその性能

…･………･･米盛亨・奈良迫嘉一・前川博・今井健彦

中山博・豊広利信…６７

口ランＣ9970チェーン地表波使用限界付近における船位について

南西諸島，ルソン島近海……･………･･………………山中有一・松野保久…８９

南太平洋海洋漁業の産業的展開

一フィジーの事例研究一（英文）………………………岩切成郎・ビナ・ラム…９７

戦前における那覇の漁業構造

一地域漁業史試論一…･…………………………．．……片岡千賀之・上田不二夫…１３７

ＥＣ加盟国会社法の調整……………………………………･………･………・田平紀男…１６９

二次元補助領域法による鹿児島湾の潮汐の

数値シミュレーション（英文）･………………･……･…菊川浩行・小牧紀子…177

1987年５月，九州東岸と瀬戸内海における表面水温と表層流について（英文）

…･……･…･湯脇泰隆・東政能・嶋田起宣・辺見富雄…１８９

クルマエビ摂餌時の化学的受容の特性(英文)･……･･……………･…･･……中村薫…２０１

クルマエビの中腸腺盲管細胞の分類(英文）……･…･…………･……………中村薫…２０７

クルマエビ幼生のリンパ様器官とその発達過程の特性(英文）……………中村薫…２１５

クルマエビ中腸腺の器官形成(英文)…･…………………･…・中村薫・水流広行…２２１
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第36巻第２号昭和62年

鹿児島湾における超音波散乱層に関する研究…･……………．．……………松野保久…２２７

第37巻 昭和63年

ウナギ肝臓から未変性グルタミン酸脱水素酵素の精製(英文）

……………林征一・モンズール･モルシェット・福山恵子

中迫敬介・大城善太郎…１

ウナギ肝臓から限定分解したグルタミン酸脱水素酵素の精製(英文）

……………林征一・福山恵子・湯敏謙

モンズール.モルシェット・大城善太郎…１１

ウナギ肝臓の未変性グルタミン酸脱水素酵素におよぼすトリプシンの影響(英文）
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